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地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

参
照
条
文

○

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
指
定
都
市
の
権
能
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

政
令
で
指
定
す
る
人
口
五
十
万
以
上
の
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
都
道
府
県
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基

づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務

二

民
生
委
員
に
関
す
る
事
務

三

身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

四

生
活
保
護
に
関
す
る
事
務

五

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
の
取
扱
に
関
す
る
事
務

五
の
二

社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
事
務

五
の
三

知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

六

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

六
の
二

老
人
福
祉
に
関
す
る
事
務

七

母
子
保
健
に
関
す
る
事
務

八

障
害
者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
事
務

九

食
品
衛
生
に
関
す
る
事
務

十

墓
地
、
埋
葬
等
の
規
制
に
関
す
る
事
務

十
一

興
行
場
、
旅
館
及
び
公
衆
浴
場
の
営
業
の
規
制
に
関
す
る
事
務

十
一
の
二

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

十
二

結
核
の
予
防
に
関
す
る
事
務

十
三

都
市
計
画
に
関
す
る
事
務

十
四

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
事
務
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十
五

屋
外
広
告
物
の
規
制
に
関
す
る
事
務

２

指
定
都
市
が
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
つ
て
、
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
都
道
府
県
の
委
員
会
の
許
可
、

認
可
、
承
認
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
処
分
を
要
し
、
又
は
そ
の
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
都
道
府
県
の
委
員
会
の
改
善
、
停
止
、
制
限
、
禁
止
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
指
示
そ
の
他
の
命
令
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
許
可
、

認
可
等
の
処
分
を
要
せ
ず
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
指
示
そ
の
他
の
命
令
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
又
は
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
都
道
府
県
の
委
員
会
の
許
可
、

認
可
等
の
処
分
若
し
く
は
指
示
そ
の
他
の
命
令
に
代
え
て
、
各
大
臣
の
許
可
、
認
可
等
の
処
分
を
要
す
る
も
の
と
し
、
若
し
く
は
各
大
臣
の
指
示
そ
の
他
の
命
令
を
受
け
る

も
の
と
す
る
。

（
中
核
市
の
権
能
）

第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二

政
令
で
指
定
す
る
人
口
三
十
万
以
上
の
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
は
、
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市

が
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
の
う
ち
、
都
道
府
県
が
そ
の
区
域
に
わ
た
り
一
体
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
中
核
市
が
処
理
す
る
こ
と
に
比
し
て
効
率
的
な
事
務
そ
の
他
の

中
核
市
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
事
務
以
外
の
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

中
核
市
が
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
つ
て
、
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
改
善
、
停
止
、
制
限
、
禁
止
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
指
示
そ
の
他
の
命
令
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
指
示
そ
の
他
の

命
令
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
又
は
都
道
府
県
知
事
の
指
示
そ
の
他
の
命
令
に
代
え
て
、
各
大
臣
の
指
示
そ
の
他
の
命
令
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

○

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
）

（
抄
）

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

大
阪
市

名
古
屋
市

京
都
市

横
浜
市

神
戸
市

北
九
州
市

札
幌
市

川
崎
市

福
岡
市

広
島
市

仙
台
市

千
葉
市

さ
い
た
ま
市

静
岡
市

堺
市

新
潟

市

浜
松
市

岡
山
市

相
模
原
市

○

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
八
号
）

（
抄
）

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

宇
都
宮
市

金
沢
市

岐
阜
市

姫
路
市

熊
本
市

鹿
児
島
市

秋
田
市

郡
山
市

和
歌
山
市

長
崎
市

大
分
市

豊
田
市

福
山
市

高
知
市

宮
崎
市

い
わ

き
市

長
野
市

豊
橋
市

高
松
市

旭
川
市

松
山
市

横
須
賀
市

奈
良
市

倉
敷
市

川
越
市

船
橋
市

岡
崎
市

高
槻
市

東
大
阪
市

富
山
市

函
館
市
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下
関
市

青
森
市

盛
岡
市

柏
市

西
宮
市

久
留
米
市

前
橋
市

大
津
市

尼
崎
市

高
崎
市

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

（
抄
）

第
五
十
九
条
の
四

こ
の
法
律
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
並
び
に
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
市
と
し

て
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
又
は
児
童
相
談
所
設
置

市
（
以
下
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る
規
定

と
し
て
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
等
の
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
審

査
請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
相
談
所
設
置
市
の
長
に
対
し
、
当
該
児
童
相
談
所
の
円
滑
な
運
営
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
設
置
市
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

○

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）

（
抄
）

第
四
十
五
条
の
二

法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
は
、
横
須
賀
市
、
金
沢
市
及
び
熊
本
市
と
す
る
。

○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）

（
用
語
の
意
義
）

第
七
百
一
条
の
三
十
一

事
業
所
税
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

指
定
都
市
等

次
に
掲
げ
る
市
を
い
う
。

イ

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
市

ロ

イ
に
掲
げ
る
市
以
外
の
市
で
首
都
圏
整
備
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地
又
は
近
畿
圏
整
備
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
都
市
区
域
を
有
す
る

も
の
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ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
市
以
外
の
市
で
人
口
（
官
報
で
公
示
さ
れ
た
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
人
口

を
い
う
。
）
三
十
万
以
上
の
も
の
の
う
ち
政
令
で
指
定
す
る
も
の

二

資
産
割

事
業
所
床
面
積
を
課
税
標
準
と
し
て
課
す
る
事
業
所
税
を
い
う
。

三

従
業
者
割

従
業
者
給
与
総
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
す
る
事
業
所
税
を
い
う
。

四

事
業
所
床
面
積

事
業
所
用
家
屋
の
床
面
積
と
し
て
政
令
で
定
め
る
床
面
積
を
い
う
。

五

従
業
者
給
与
総
額

事
務
所
又
は
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
の
従
業
者
（
役
員
を
含
む
も
の
と
し
、
政
令
で
定
め
る
障
害
者
（
次

項
に
お
い
て
「
障
害
者
」
と
い
う
。
）
及
び
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者
（
役
員
を
除
く
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
七
百
一
条
の
四
十
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

対
し
て
支
払
わ
れ
る
俸
給
、
給
料
、
賃
金
及
び
賞
与
並
び
に
こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
給
与
等
」
と
い
う
。
）
の
総
額
（
事

業
所
等
の
従
業
者
の
う
ち
に
、
第
三
百
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
業
専
従
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
係
る
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
業
専
従
者
控
除
額
を

含
む
も
の
と
し
、
年
齢
五
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者
の
う
ち
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
国
の
雇
用
に

関
す
る
助
成
に
係
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
雇
用
改
善
助
成
対
象
者
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
給
与
等
の
額
の
二
分
の
一
に

相
当
す
る
額
を
除
く
。
）
を
い
う
。

六

事
業
所
用
家
屋

家
屋
（
第
三
百
四
十
一
条
第
三
号
の
家
屋
を
い
う
。
以
下
本
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
で
現
に
事
業
所
等
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い

う
。

七

事
業
年
度

第
七
十
二
条
の
十
三
に
規
定
す
る
事
業
年
度
を
い
う
。

八

個
人
に
係
る
課
税
期
間

個
人
の
行
う
事
業
に
対
し
て
課
す
る
事
業
所
税
の
課
税
標
準
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
を
い
い
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

そ
の
年
の
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ロ

年
の
中
途
に
お
い
て
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
（
ニ
の
場
合
を
除
く
。
）
そ
の
年
の
一
月
一
日
か
ら
当
該
廃
止
の
日
ま
で

ハ

年
の
中
途
に
お
い
て
事
業
を
開
始
し
た
場
合
（
ニ
の
場
合
を
除
く
。
）
当
該
開
始
の
日
か
ら
そ
の
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ニ

年
の
中
途
に
お
い
て
事
業
を
開
始
し
、
そ
の
年
の
中
途
に
お
い
て
事
業
を
廃
止
し
た
場
合

当
該
開
始
の
日
か
ら
当
該
廃
止
の
日
ま
で

２

前
項
第
五
号
の
場
合
に
お
い
て
、
障
害
者
、
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者
又
は
雇
用
改
善
助
成
対
象
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
給
与
等
が
支
払
わ

れ
る
時
の
現
況
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

○

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）

（
抄
）

（
法
第
七
百
一
条
の
三
十
一
第
一
項
第
一
号
ハ
の
市
）
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第
五
十
六
条
の
十
五

法
第
七
百
一
条
の
三
十
一
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
政
令
で
指
定
す
る
市
は
、
旭
川
市
、
青
森
市
、
秋
田
市
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
宇
都
宮
市
、

前
橋
市
、
高
崎
市
、
川
越
市
、
所
沢
市
、
越
谷
市
、
市
川
市
、
船
橋
市
、
松
戸
市
、
柏
市
、
八
王
子
市
、
町
田
市
、
横
須
賀
市
、
藤
沢
市
、
富
山
市
、
金
沢
市
、
長
野
市
、

岐
阜
市
、
豊
橋
市
、
岡
崎
市
、
一
宮
市
、
春
日
井
市
、
豊
田
市
、
四
日
市
市
、
大
津
市
、
豊
中
市
、
吹
田
市
、
高
槻
市
、
枚
方
市
、
姫
路
市
、
奈
良
市
、
和
歌
山
市
、
倉
敷

市
、
福
山
市
、
高
松
市
、
松
山
市
、
高
知
市
、
久
留
米
市
、
長
崎
市
、
熊
本
市
、
大
分
市
、
宮
崎
市
、
鹿
児
島
市
及
び
那
覇
市
と
す
る
。

○

国
土
形
成
計
画
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
号
）

（
抄
）

（
広
域
地
方
計
画
協
議
会
）

第
十
条

広
域
地
方
計
画
及
び
そ
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
広
域
地
方
計
画
区
域
ご
と
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
の
関
係
各
地

方
行
政
機
関
、
関
係
都
府
県
及
び
関
係
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
の
地
方
行
政
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
広
域
地
方
計
画
協
議
会
（
以
下
「
協
議

会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
。

２

協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
協
議
に
よ
り
、
当
該
広
域
地
方
計
画
区
域
内
の
市
町
村
（
指
定
都
市
を
除
く
。
）
、
当
該
広
域
地
方
計
画
区
域
に
隣
接
す

る
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
広
域
地
方
計
画
の
実
施
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
協
議
を
行
う
た
め
の
会
議
（
第
六
項
に
お
い
て
「
会
議
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

国
の
地
方
行
政
機
関
等
の
長
又
は
そ
の
指
名
す
る
職
員

二

前
項
の
規
定
に
よ
り
加
わ
つ
た
地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
そ
の
指
名
す
る
職
員

三

前
項
の
規
定
に
よ
り
加
わ
つ
た
者
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
の
代
表
者
又
は
そ
の
指
名
す
る
者

４

協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
各
行
政
機
関
に
対
し
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

協
議
会
は
、
前
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
。

６

会
議
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

協
議
会
の
庶
務
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
処
理
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

○

国
土
形
成
計
画
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
号
）
（
抄
）

（
広
域
地
方
計
画
協
議
会
の
組
織
）
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第
二
条

法
第
十
条
第
一
項
の
広
域
地
方
計
画
協
議
会
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
広
域
地
方
計
画
区
域
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
国
の
地
方
行
政
機
関
で
当
該
広
域
地
方
計
画

区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
管
轄
す
る
も
の
並
び
に
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
都
府
県
及
び
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条

の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。
）
に
よ
り
組
織
す
る
。

一

管
区
警
察
局

二

総
合
通
信
局

三

財
務
局

四

地
方
厚
生
局

五

地
方
農
政
局

六

森
林
管
理
局

七

経
済
産
業
局

八

地
方
整
備
局

九

地
方
運
輸
局

十

管
区
海
上
保
安
本
部

十
一

地
方
環
境
事
務
所

別
表
（
第
二
条
関
係
）

首
都
圏

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

山
梨
県

さ
い
た
ま
市

千
葉
市

横
浜
市

川
崎
市

相
模
原
市

近
畿
圏

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

京
都
市

大
阪
市

堺
市

神
戸
市

中
部
圏

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

静
岡
市

浜
松
市

名
古
屋
市

東
北
圏

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

新
潟
県

仙
台
市

新
潟
市

北
陸
圏

富
山
県

石
川
県

福
井
県
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中
国
圏

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

岡
山
市

広
島
市

四
国
圏

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

九
州
圏

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

北
九
州
市

福
岡
市


